
　ケア24（地域包括支援センター）浜田山の担当圏域では令和元年度、第2層協議体の「浜田山組」が立ち上がり、神
田川の水害対策をテーマにまち歩きを実施し、実際に歩いたことで気づいたことなどを地図に落とし込んだ“防災
マップ”を作成しました。地域の広い世代が参加できる「まち歩き」を通して、地域のつながり作りが広がっています。 

皆で地図を作る浜田山組

わが街あるき隊の「防災まち歩き」

　広い世代が参加できるイベントを

　浜田山組は一般区民、民生委員、あんしん協力員や
NPO法人の有志で構成されています。名前の由来につ
いてNPO法人杉並介護者応援団（以下「介護者応援団」）
の北原理良子理事長は「学校のクラスのように、参加す
る地域住民を含め関係する方々みんなが平等な仲間と
いう意味で付けました」といいます。ケア24浜田山の地

域懇談会では「この地域はご近所付き合いが少なく、高
齢者の孤立につながりやすい」という課題があがってい
ました。浜田山組ではその課題に向き合うための方法と
して、地域の広い世代が参加できるイベントの企画が話
し合われました。その結果、浮上したのがまち歩きです。
メンバーの1人、下高永福地区民生委員の後藤邦彦さん
は「まち歩きに地域の住民が参加し、互いに顔見知りに
なれば、いざというときに助け合えます」と、その意義を
説明します。

　初めはトイレと休憩場所の調査

　「防災まち歩き」が始まったきっかけは、日常的で身近
な課題でした。北原さんは「介護者の方々から、この地
域にトイレが少ないという話を10年以上前から聞いてい
ました。高齢者がまちを歩いていて一番困るのがトイレ
と休憩する場所」といいます。まず初めに令和元年の秋
に、浜田山組のメンバーだけで試験的に浜田山駅前の
商店街を歩き、トイレや休憩場所はもとより、AED（自
動体外式除細動器）や公衆電話の設置場所がどこにある
のか調べてみました。すると、意外にもコンビニ、銀行、
郵便局ではトイレが借りられないなど、さまざまな気づ
きがありました。また、お店の人に一人では聞きにくい
ことも、みんなで歩くと聞くことができたといいます。

　勉強会をきっかけに「防災まち歩き」

　そして、昨年の春に
は、この試験的なまち
歩きの成果を地域の皆
さんに発表するイベン
トを開催し、正式な「わ
が街あるき隊」事業と
して参加者を募る計画
でした。しかし、イベ
ントを予定していた会場が閉鎖され、さらには新型コ
ロナウイルス感染症（以下「コロナ」）の感染拡大も重な
り、浜田山組の活動は一時中断せざるを得ませんでした。
月1回の実行委員会もしばらく見合わせとなりました。
　緊急事態宣言が明けた6月から実行委員会を再開し、
コロナ禍でどう活動するか検討を重ね、「防災」を切り口
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高井戸図書館にて、完成した地図と一緒に

展示とともに設置したアンケートコーナー

にしたまち歩きが提案されました。前年に各地で続発し
た台風災害を見て、民生委員の後藤さんが企画した水
害時の防災を学ぶ勉強会がきっかけです。区の土木計
画課・防災課職員に講師を依頼し、その勉強会の延長
線で、実際に現場を見て歩こうということになりました。
コロナ感染症対策を考慮すると、「住宅街を歩き回るの
は難しいけれど川沿いなら歩ける」と判断。大人数を避
けるため、参加者は一部の民生委員やあんしん協力員
らにとどめました。
　実施したのは昨年11月、参加者は約20人でした。塚
山公園に集合し、区の土木計画課・防災課の案内で、
神田川沿いを北岸と南岸の2グループに分かれて歩きま
した。土のう置きなどの防災関連設備はもちろん、ベン
チの位置や状態などについてもチェック。ゴールの下高
井戸おおぞら公園（下高井戸2丁目）では、被災時に使え
るマンホールトイレ、かまどベンチなどについても説明を
聞きました。

　参加者の特技を生かして

　この防災まち歩きとして、消火器、防災倉庫、スタン
ドパイプ、河川水位警報機、公衆電話と高齢者の外出
の際に役立つトイレや休憩場所などを見て回り、写真と
ともに位置のポイントを地図に落とし込んだものが防災
まち歩きマップ『川と公園のまち浜田山～神田川沿いを
歩いてみたら』です。このタイトルは、下高永福地区民
生委員の佐藤祐子さんが地域の魅力に着目して考えま
した。普段はつい見過ごしてしまうものも、地図に落と
してみると改めて認識できます。写真とあわせ、参加者
のさまざまな気づきを書き込みました。
　企画を立てた当初は、地図に写真を貼り付けることま
では考えていませんでした。まち歩きに参加した下高永
福地区民生委員の屋敷和佳さんが、ご自分が撮った写
真を地図上に見栄えよくレイアウトしてくれました。一
方、展示会場探しでは、NPO法人すぎなみのたね代表
であんしん協力員でもある中原通子さんが、NPO法人
の活動で利用したことがある高井戸図書館のミニギャラ
リーを提案しました。このように参加者がそれぞれの特

技や知識、経験を活かして、地図作りと展示の準備を
担当しました。
　「みんなで手作りすると、完成後の充実感がとても大
きいです」と北原さんを始め、同じ介護者応援団のメン
バーである松永さんもいいます。一連の活動を通じてメ
ンバーの親睦も一段と深まったようです。

　展示企画に手ごたえ

　こうして、地域の
人々に浜田山組と「わ
が街あるき隊」を知っ
てもらう最初の機会
である、展示企画が
実現しました。地域
住民がつながるきっ
かけにしたいという
思いを込めて、アン
ケートコーナーを設けたり、「わが街あるき隊」への参加
希望者が連絡先を投函できるポストも用意しました。
　また、配布用に設置した『杉並区水害ハザードマップ』を
多くの皆さんが持ち帰られ、すべてなくなるなど地図展
示を通じて、住民の防災への関心の高さを知ることがで
き、メンバーは手ごたえを感じたそうです。
　こうしたイベント開催には資金が必要ですが、活動資
金はメンバーそれぞれが他の活動で得た長寿応援ポイ
ントを出し合うことで賄っています。北原さんは「お金
があまりなくても、できることはあります。それを工夫
してやるのも面白いところです」と話しています。

　高齢者のニーズを発信する

　今回取材した実行委員会では、今後の活動の方針等
が話し合われました。今年度は、まだ歩けていない神田
川の両岸（環八～塚山公園）を「防災まち歩き」し、来年
度にはコロナの収束を期待して、住民が利用できる「ト
イレと休憩所」探しのまち歩きを再開する予定が立てら
れました。あわせて、フレイル（虚弱）予防のためには、
高齢者が気軽に出かけられる町づくりが必要だというこ
とも確認し合いました。「住民が利用できるトイレや休
憩場所が地域にどの程度あって、どのくらい不足してい
るのか。それを行政に投げかけるのもわたしたちの役割
であり、また、高齢者が元気に過ごすための具体的な
ニーズを企業に発信するのもいいかもしれません」と民
生委員の後藤さんは力説しました。
　地図づくりについては、「携帯できるようなコンパクト
なものがあると便利ではないか」「区役所のギャラリー
にも展示できたらいい」「他の圏域でも同じような地図
が作られていったら素敵」などのアイデア、夢が語られ
ています。コロナ収束後の浜田山組の活躍が楽しみです。






